



On the Loosening of Threaded Fastenings









? ? ? ?
建
On the Loosening of Threaded Fastenings 
Ken-ichi Saito 
Abstract 
The purpose of this paper is to explain the mechanisms of th巴looseningdue to the rotation between bolt 
and nut which fasten two plates. 
The conditions of the loosening depend on the ratio of the frictional torque on the threaded portion to that 
between nut and plate. 
The frictional torque depends on the coefficient of friction on the contacting surface and the diameter of 
equivalent frictional circles. 
To confirm experimentally the effect of thes巴twofactors， the loosening tests wer巴carriedout. Thes巴
巴xperimentalresults agreed quali tatively to the theory 
Further， th巴巴xp巴rimentson the stability of frictional torque were c丘rriedout 
Based on these experimental results， the pr巴dictionmethod of the loosening occurrenc巴wasexamined 
As a result， i t seems that the m巴thodcan pr巳dictfairly well the loosening occurrence compared with the 




































る。ここでゆるむということは， Mlがねじのしまり側 図-1 ねじ結合モデル
に回転したときはナット座ですべり，ゆるみ側に回転したときはねじ面ですべることであるか
ら表 1の条件式(2)と(3)を合わせて，ゆるみを生じる条件は次の不等式(5)で与えられる。
TSlく、 Tnく TSf ( 5 ) 
ねじにおける力のつりあいを考慮すれば、(5)式から(6)式が導かれる。
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変動巾に落ち着く傾向がある。したがって締付け回数 10回までは全数記録し，それ以後， 25， 
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( 5 )' 
の場合は不可逆的なゆるみが起り，
<Tu ---
Tn ( 7 ) <1 
の場合はねじ面ですべりが生じる。
ねじの力学より締付ける時には
Tf _ TSf I Tn 一一一一p P' P 
また，
( 8 ) =今t州川)+今μn
ゆるめる時には
T1 TS1' Tn 
子子-P'p





摩擦面の摩擦係数は同じであると仮定し， (8)式から Tf/Pに対応するトルク比TSf/Tnを， (9)式
から， TdPに対応するトルク比TsdTnを求めると図 12のようになる。この図から 1種ナッ
トの場合，初期の Tf/Pが0.122以上のときは Tsf/Tn<1ており， TdPの大きさにかかわらず
TsdTn<lだからねじ面すべりの条件を満たしている。一方，初期の Tf/Pが0.122以下であれ








(初Tf，期/P{fl〉 初期的す 中Tf，の!P訟(小実1，験1，) ゆるみの予測 2 種 (T初J期Pjflh) 初期のす式 中TfiのP最(小実1~験() ゆるみの予測ナット ベリ形式 ナyト べり形
→ 、 0，279 ねじ面 0，212 ゆるまない <' 0.252 ねじ面 0.194 ゆるまない
ン 0.225 ねじ而 0.206 ゆるまない ン 0.184 ねじー由 0.178 ゆるまない
J〆 ./ 
r由 o 312 ねじ面 0.226 ゆるまない J由 0.262 ねじ面 0.209 ゆるまない
0.185 ねじ同 0.178 ゆるまない 0.178 ねじ防I 0.160 i主寸I カミらゲ ゲ ゆるみ始める
0.194 ねじ面i 0.160 ゆるまない 0.170 ねじ而 0.169 ゆるまない
ス 0.212 ねじ面 0.172 ゆるまない ス 0.166 ゆるむ 0.148 主土争)J カ2 らレ，:)> る む
モ 0.146 ねじ面 0.077 i主中カ通ら モ 。‘125 ゆるむ 0.070 松初J か bつゆるみ始める は〉 る む
i主ヰ1 カ‘ら 桜一初J カゐ 句硫フ 0.148 ねじ而 0.067 ゆるみ始める 硫ブ 0.126 ゆるむ 0.067 レ，:)> る む
ア j主中カ、ら
ず
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